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 国際地理学連合(IGU)京都国際地理学会議における 
都市コミッションの伏見旧市街地 2 時間エクスカーションと 

汎用型英文ブックレット 
香川貴志 1) 

Two-hour Excursion around Fushimi Historical Area by the Urban Commission of the 
IGU (International Geographical Union) 2013 Kyoto Regional Conference, and the 

General-Purpose English Booklet for the Excursion 

Takashi KAGAWA 

抄 録：本報告は、2013年8月4～9日に国立京都国際会議場を主会場として開催された国際地理学連合(IGU)京都国際会議に

おける、同組織内の都市コミッションが主催した伏見旧市街地における2時間エクスカーションの設計と実施に関する記録であ

る。地理学のエクスカーションは、フィールドトリップあるいは巡検と呼ばれることもあり、自然環境と人文・社会環境を広く

対象とする環境科学としての特質が凝縮されたものでなくてはならない。その設計は、筆者が従前に実施してきた試みを総括し、

都市伝説的な記述を排除するなどのグレードアップから始めた。このコースは、伏見旧市街地の全てを網羅したものではない。

しかし、短時間で同地域のエッセンスを把握できるよう設計されている。コースの概略と当日に配布したブックレット（タイプ

ミスなどを修正）は、伏見旧市街地を国内外の誰にでも案内できる素材の一つとなり得る。 

 

キーワード： 国際地理学連合、エクスカーション、酒造業、商店街、景観、伏見 

Ⅰ．はじめに 
IGU 京都国際会議（以下、IGC と記す）は、多くの国や地域から約 1,500 人の参加者を集めた大盛況の国際

学会（National Committee of Japan for IGU, 2013）として、日本の地理学界にとって大きなマイルストーンと

なった。筆者は IGC では主に国際地理オリンピックコミッションにおいて業務をこなしたが、並行して都市コ

ミッションの業務にも携わった。そのうちの１つが、本稿で紹介する伏見旧市街地をフィールドとした2時間エ

クスカーションの設計と案内である。 

伏見は、西国諸藩が江戸との往来の際に通過した要害の地として、また京都盆地の豊富な地下水を基盤に清酒

醸造業が発達した地として、さらに近代国家になってから第二次世界大戦の終結までは軍都として名を馳せてい

る。こうした数奇な歴史をもつ現代都市であることが着目され、2013 年国際地理オリンピック京都大会では、

フィールドワークテストの舞台に選定されている。そのフィールド選定に深く関与した国際地理オリンピックの

タスクフォースのうちの1名が、本稿に付した英文ブックレットの原型（筆者作成）が大いに役立ったと話して

いる注1)  

1) 京都教育大学 
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Ⅱ．2時間エクスカーションの設計 
地理学で頻繁に行われるエクスカーション（現地見学と現場での討議）は、広い範囲を移動しながら知見を得

るエクステンシブ型、徒歩やローカルな公共交通機関によって比較的狭い地域を深く掘り下げて知見を得るイン

テンシブ型、これらの2つに大別される。本稿で紹介するのは後者のインテンシブ型に属するエクスカーション

である。エクスカーションは、エクステンシブ型であれインテンシブ型であれ、携行しても邪魔にならない最低

限の地図と案内ブックレットを基盤として、エクスカーション設計者によって案内される。詳細な記述は現地行

動に向かないため、細かな補足事項は現地で口頭説明される。異説がある事項については、いずれか又は2点ほ

どを選んでブックレットに載せることが多い。この点が歴史学の現地討議とは少し異なっている。 

今回のエクスカーションは、IGCの都市コミッション関係者から大会開始の数か月前に打診されて引き受けた。

IGCの都市コミッションが主催する会議（研究発表と討論）は、2013年8月6･7両日に開催されたが、9日に

は都市セッションのエクステンシブ型エクスカーションが、京都～千里ニュータウン～大阪都心～神戸のルート

で企画されていた（筆者はここでもコース設計と案内の一部を請け負った）。そのため、8 月 8 日がブランクと

なってしまい、日本に不案内な外国からの参加者に何らかのサービスを提供する必要があった。 

コースの骨組みは、筆者が在外研究中に滞在したブリティッシュ・コロンビア大学（カナダ国バンクーバー市）

の地理学研究室が海外エクスカーションで来日した折に案内した３回の経験で築きあげてきたものである。微調

整を施しながら完成したのが今回のコースであるが、とくに中高年の参加者が居る場合の酷暑や厳寒に見舞われ

る日は、体力を消耗する最終地点（L点、図1参照）を割愛した方が健康上の理由から無難である。 

Ⅲ．汎用型英文ブックレットとその活用方法 
本章では、客人を案内するすべての人びとの使用に耐え得る汎用型英文ブックレットの印刷・簡易製本用の原

稿を提供する。時代を問わず使用できるよう配慮して、記述の際には「10年前に完成した」ではなく「2004年

に完成した」というような表現に努めた。また、武島（2011、2013）が執拗に批判した西城戸・香川・武田（2006）

や香川・山﨑（2008）の記載内容注2)については、誤解を生じやすい部分を今回の英文ですべて調整済みである。 

 ページ構成は、国土地理院の1/10,000地形図「伏見」を基図としたコース案内図を表紙（表紙の裏はA5用紙

に両面印刷をする場合の映り込みを避けるため白紙）、目次を 1 ページに配置し、個々の見学ポイントの簡潔な

説明を 2 ページ以降において１ページずつ施して、全体で 13 ページのブックレットとした。裏表紙となる 14

ページ目は文章を避けて白紙とした。したがって、簡易製本する際には裏表紙には好みの文章やロゴを入れるこ

とができる。 

表紙は、図 1 を 125%で拡大複写のうえ、エッジのトンボ（＋印マークの交点）を結んだ線でカットして A4

用紙の左半分に貼付すると、二つ折りで A5 版ブックレットの原稿になる。二つ折りにする場合の右半分には、

集合場所や集合時間などの情報を加筆することもできる。ただし、上述のとおりA5用紙に両面印刷する場合は、

記載事項が映り込むと地図が見難くなるので、裏側には何も記入しない方が良い。1ページ以降は、1・2ページ、

3・4 ページのように奇数ページが左側にくる（二つ折りにした時に見開き右側が奇数ページとなる）よう設計

している（図2）。本稿では、これら2 ページ分の原稿を紙幅の都合によりA6 用紙の80％大で提示しているの

で、これをA4 用紙大（二つ折でＡ5 版）の原稿にするには、複写機で 249％拡大を施せばよい。なお、このよ

うにして原稿を準備する場合、この年報のページ番号、ランニングタイトル、ブックレット原稿についての図タ
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イトル（図2「英文ブックレットの原稿（その〇）」）を修正テープや修正液で消しておく必要がある。 

Ⅳ．エクスカーションの実施 
IGC都市コミッションの２時間エクスカーションは、2013年8月8日の14時にＪＲ奈良線桃山駅（図1の右

端上部）に集合して、図１のA地点から順に筆者が説明を施しながら歩いた。参加者は日本人５名、外国人４名

（スイス、ニュージーランド、ブラジル、ポーランド）であった。当日の体感温度が非常に高かった（最高気温

36℃の晴天）ので、熱中症を避けるためL地点は割愛する旨を集合時に説明した。過去にも猛暑の時期に実施し

た場合に同様の割愛を施した経験がある。また、参加者の疲労が著しかったため、F地点ののち30mほど南側に

移動してから西方向に曲がって油掛通を進み、G地点とH地点を結ぶ商店街との交差点に出た。ここから後のI

地点とK地点は空調が整っている屋内施設であるため、気象条件が厳しい時期でも体力の回復ができる。 

 参加者は、すべての地点で期待以上の関心を示した。それゆえ当初予定していた2時間エクスカーションは約

3時間に及んだ。国内外を問わず、参加者は総じて清酒醸造業の基盤となっている地下水に興味を持ったようで

ある。地下水脈の遮断を懸念して高架路線となったC地点においても、自然環境を基盤とした人文・社会環境の

説明は関心と感心を呼んだ。かつて「伏水」と書かれた伏見は、現代にあっても地下水との深い関係によって成

り立っている。こうした総合的な環境観察に適した伏見は、コンパクトなエクスカーションには極めて好適なフ

ィールドを提供してくれる。当地に立地する教育研究機関に勤務する者として、我われにはその魅力を国内外に

発信していく責務がある。その際、本稿を活用して英文リーフレットを作成すれば、参加者にとって分かりやす

いエクスカーションを実施できる。 

 

付 記 

 本稿の英文ブックレットの作成に際しては、カナダ国ブリティッシュ・コロンビア大学のDavid W. Edgington先生に校閲を

いただきました。英文は英国式で表記しています。また、当エクスカーションの実施に際しては、IGC都市コミッションを統括

した東北大学大学院理学研究科の日野正輝先生から多大なる助力をいただきました。末筆ながら、以上の方々に厚く御礼申し上

げます。なお、本稿の作成に際しては、その一部に、平成25年度科学研究費補助金（基盤研究Ａ）「持続可能な都市空間の形成

に向けた都市地理学の再構築」（研究代表者：日野正輝，課題番号：24242034）、ならびに平成 25 年度科学研究費基金（基盤研

究Ｃ）「成熟住宅地の持続的発展に向けた環境整備に関する地理学的研究」（研究代表者：香川貴志，課題番号：24520887）を使

用しました。 

 
注 

1） 第10回国際地理オリンピック京都大会（2013年7月30日～8月5日）の期間中、フィールドワークテストの直前確認に

行った際、タスクフォースのLex Chalmers氏（ニュージーランド、ワイカト大学）から聞いた話による。 

2） 武島（2011）の批判は様々な見解を比較しつつ論じたものであったが、武島（2013）には残念ながら地図読解の甘さや事

実誤認などの問題点が多い。詳しくは香川（2014）を参照。 
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図1 伏見案内の汎用型英文ブックレットの表紙 

（1:10,000地形図「伏見」[2005年5月1日発行]を80％縮小） 
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図2（その1） 汎用型英文ブックレットの内容（1～4ページ） 
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図2（その2） 汎用型英文ブックレットの内容（5～8ページ） 図2（その2） 汎用型英文ブックレットの内容（5～8ページ） 
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図2（その3） 汎用型英文ブックレットの内容（9～12ページ） 図2（その3） 汎用型英文ブックレットの内容（9～12ページ） 
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++

+ +

図2（その4） 汎用型英文ブックレットの内容（13ページと裏表紙[白紙]） 図2（その4） 汎用型英文ブックレットの内容（13ページ） 
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